
陳
景
元
の
音
注

!

『上
淸
大
洞
眞
經
玉
訣
音
義
」

の
協
韻
に
つ
い
て!

は
じ
め
に

『上
清
大
洞
眞
經
玉
訣
音
義
』(

以

下

『上
清
音
義
』)

に
は
、
史 

崇

『
一
切
道
經
音
義
』(

以

下

『史
崇
音
義
』)

の
佚
文
が
引
用
さ
れ 

て
い
る
。
吉
岡
義
豊
博
士
は
早
く
か
ら
こ
れ
に
着
目
さ
れ
、
摘
出

(
2
)

し
て
示
さ
れ
た
。

し
か
し
以
後
、
本
邦
で
は
あ
ま
り
詳
し
く
考
察

(
3
)
 

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
拙
稿
ー
ー
〇
〇
八
に
お
い
て
も 

『上
清
音
義
』

の
音
注
の
う
ち
特
に
反
切
に
つ
い
て
は
檢
討
し
た 

が
、
敢
え
て
史
崇
の
音
注
は
除
外
し
た
。
そ
れ
は
汪
業
全
二
〇
〇

(
4
)

四
玄
を
う
け
て
、
ま

ず

は

『上
清
音
義
』

に
お
け
る
反
切
改
良
を 

明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

い
っ
ぽ
う
中
国
に
お
い
て
は
、

『史
崇
音
義
』

の
、
特
に
音
義

浦

山

あ

ゆ

み

を
詳
し
く
考
察
し
た
論
考
と
し
て
、
汪
業
全
二
〇
〇
四
も
が
挙
げ

(
5
)

ら
れ
る
。
決

し
て

數

量

が

多

い

と

は

い

え

な

い

『史
崇
音
義
』

の 

音
注
を
採
り
上
げ
、
丁
寧
に
研
究
し
た
論
文
で
あ
る
。

し
か
し
協 

韻
に
つ
い
て
は
特
殊
音
注
と
し
、
そ
れ
そ
の
も
の
を
檢
討
す
る
こ 

と
は
避
け
て
い
る
。

確

か

に

『上
清
音
義
』

に
み
え
る
協
韻
は
ハ
例
の
み
し
か
な
く
、
 

そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
少
數 

で
は
あ
る
が
、
經
文
と
對
照
し
て
解
析
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
 

こ
れ
に
よ
り
汪
二
〇
〇
四4

お
よ
び
頼
一
九
五
六
の
若
干
の
補
い 

と
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え' 

小
稿
に
お
い
て
試
み
る
こ
と

(
6
)

と
し
た
。

30



ー
 

『上
淸
音
義
』

と

『上
淸
大
洞
眞
經
』 

は

じ

め

に

『上
淸
音
義
』
を
め
ぐ
る
基
本
的
な
こ
と
が
ら
を
お 

さ
え
て
お
き
た
い
。
書
名
か
ら
推
し
て
、
道
敎
上
淸
派
重
要
經
典 

の

一

つ

『上
淸
大
洞
眞
經
』

に
音
義
の
注
を
施
し
た
書
物
で
あ
ろ

(
8
)

う
こ
と
は
容
易
に
導
き
出
せ
る
。
陳
景
元
が
依
據
し
た
テ
ク
ス
ト 

に
は
數
種
類
あ
っ
た
よ
う
で
、
複

數

の

テ

ク

ス

ト

の

名

稱

が

『上 

淸
音
義
』

に
見
え
る
が
、

一
つ
の
テ
ク
ス
ト
に
對
し
て
異
な
っ
た 

名
稱
を
用
い
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
實
際
何
種
の
テ
ク
ス
ト
を 

對
照
し
て
音
義
を
施
し
た
の
か
は
詳
ら
か
で
な
い
。

い
ま
、
正

統

『道
藏
』

洞

眞

部

に

收

め

ら

れ

る

『上
淸
大
洞
眞

(

〇) 

經
』

は
、
茅
山
上
淸
二
十
三
代
宗
師
觀
妙
先
生
朱
自
英
の
序
文
を

(
1
)

有
し
、
第
三
十
ハ
代
宗
師
蔣
宗
瑛
に
よ
る
校
勘
を
經
た
テ
ク
ス
ト 

で
あ
る
。
蔣
氏
は
南
宋
か
ら
元
に
わ
た
る
人
物
で
あ
る
か
ら
、
む 

し

ろ

蔣

氏

が

校

勘

を

行

う

際

に

、

『上

淸

音
義

』

を
參
照
し
て 

『上
淸
大
洞
眞
經
』

の
テ
ク
ス
ト
を
定
め
た
可
能
性
も
否
め
な
い. 

實

際

に

『上
淸
大
洞
眞
經
』
と

『上
淸
音
義
』
を
見
比
べ
て
み
る 

と
、
各
章
の
章
題
は
い
く
つ
か
異
同
が
あ
る
も
の
の
か
な
り
の
割 

合
で
合
致
し
て
お
り
、
兩
書
が
對
應
關
係
に
あ
る
こ
と
は
瞭
然
で

(
2
)

あ
る
。

し
か
し
、

『上
淸
音
義
』

が

抽

出

列

擧

し

た

語

句

と

『上 

淸
大
洞
眞
經
』

の
語
句
と
を
仔
細
に
見
比
べ
て
み
る
と
、
對
應
し

な
い
文
言
等
も
少
な
く
な
い
。
特

に

『上
淸
音
義
』

の
冒
頭
に
擧 

げ

る

「
訣
日
口
訣
」

や

「
玦
映
」

「
晏
景
」
な
ど
の
三
十
二
に
も 

の
ぼ
る
語
句
は
、

『上
淸
大
洞
眞
經
』

に
見
え
な
い
。
 

い

わ

ゆ

る

『大
洞
眞
經
』

と

さ

れ

る

類

の

經

典(

以

下

『大
洞

(
3
)

眞
經
』)

は

十

種

類

以

上

に

及

ぶ

と

い

い

、

陳

氏

も

『上

淸

音 

義
』
卷

末

に

『登
眞
隱
訣
』

を
引
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
 

按
登
眞
隱
訣
第
二
經
傳
條
例
云
、
大
洞
眞
經
、
今
世
中
有 

兩
本
。

一
則
大
卷
、
前
有
回
風
混
合
之
道
、
而
辭
旨
假
附
、
 

多
是
浮
僞
。

一
本
唯
有
三
十
九
章
、
其
中
乃
有
數
語
、
與
右 

英
所
說
者
同
、
而
互
相
混
糅
、
不
可
分
別
。
唯
須
親
見
眞
本
、
 

乃
可
遵
用
。
又
有
得
楊
許
三
十
九
章
者
、
與
世
中
小
本
不
殊
、
 

自
旣
未
眼
見
、
不
測
是
非
、
且
宜
繕
寫
、
以
補
品
目
。
又
有 

玉
注
一
卷
、
卽
是
略
釋
洞
協
中
旨
、
亦
可
錄
也
。
 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、

『大
洞
眞
經
』

に
は
宋
代
に
少
な
く
と
も
二 

本

、
す

な

わ

ち

「
大
卷
」

「
小
本
」
と
い
う
異
な
っ
た
テ
ク
ス
ト 

が
存
在
し
、
大

卷

の

卷

首

に

は

小

本

に

は

な

い

「
回
風
混
合
之 

道
」
と
い
う
文
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
現

存

の

『上 

淸
大
洞
眞
經
』

は

卷

尾

に

「
徊
風
混
合
帝
一
祕
訣
」
を
有
し
て
い 

る
。

こ

の

「
徊

風

混

合

帝

一

祕

訣

」

と

大

卷

の

「
回
風
混
合
之
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道
」

が
い
か
な
る
關
係
に
あ
る
の
か
も
定
か
で
は
な
い
し
、

『上 

淸
音
義

』

冒

頭

三

十

二

語

句

は

、

『上

淸

大

洞

眞

經

』

卷
尾
の 

「徊

風

混

合

帝

一

祕

訣

」

と

も

合

致

し

な

い

。

こ

の

よ

う

に

、
 

『大
洞
眞
經
』

の
テ
ク
ス
ト
は
複
雜
で
あ
る
が
、
石
井
氏
が
採
り 

上

げ

た

『上

淸

大

洞

眞

經

』

『元

始

大

洞

玉

經

』

『大

洞

玉

經

』 

『太
上
大
洞

仙

經

』

『玉

淸

大
洞
仙
經
』

を

見

比

べ

た

と

こ

ろ

、
 

『上
淸
音
義
』
注
釋
の
經
文
と
最
も
合
致
度
が
高
か
っ
た
の
は
や 

は

り

『上
淸
大
洞
眞
經
』

で
あ
っ
た
。
小
稿
で
は
こ
れ
を
陳
氏
が 

依
據
し
た
で
あ
ろ
う
テ
ク
ス
ト
と
想
定
し
對
照
す
る
こ
と
と
す
る
。
 

『上
淸
大
洞
眞
經
』

は
六
卷
よ
り
成
る
。
卷

之

一

は

「
誦
經
玉 

訣

」
「
誦
經
入
室
存
思
之
圖
」
「
大
洞
滅
魔
神
慧
玉
淸
隱
書
」
を
主 

に
、
さ

ま

ざ

ま

な

呪(

ま
た
は
祝)

文
を
載
せ
る
。
卷
之
二
以
降 

は
章
立
て
と
な
り
、
卷
之
一
一
に
は
第
一
章
—
第
ハ
章
、
卷
之
三
は 

第
九
章
—
第
十
六
章
、
卷
之
四
は
第
十
七
章
—
第
二
十
四
章
、
卷 

之
五
は
第
二
十
五
章
—
第
三
十
四
章
、
卷
之
六
は
第
三
十
五
章
— 

第

三

十

九

章

お

よ

び

上

述

の

「
徊
風
混
合
帝
一
祕
訣
」
を
收
め
る
。 

各
章
の
內
容
に
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
お
よ
そ
の
體

(

14)

裁
と
し
て
、
ど

の

章

も

最

初

に

「
謹
請
文
」

が
あ
り
、
次

に

「
眞 

思
呪
文
」

「
眞

思

圖

」

「
次

思

文

」

が
續
き

、

そ
の
後
、

誦
ず
る 

『大
洞
玉
經
』
經
文
を
引
く
。
續
い
て
祝
文
が
一
文
も
し
く
は
二 

文
あ
り
、

さ

ら

に

「
畢
乃
ロ
微
祝
文
」
、
最

後

に

「
玉
符
訣
文
」

な
ら
び
に
符
を
載
せ
る
。

こ

の

う

ち

「
眞
思
呪
文
」

，

『大
洞
玉 

經
』
經

文

・

祝

文

，

「
畢
乃
ロ
微
祝
文
」
は
そ
れ
ぞ
れ
四
言
な
い 

(

15)

し
は
五
言
か
ら
な
る
韻
文
で
あ
る
。

こ

れ

ら

の

韻

文

が

『上
淸
音 

義
』

に
見
え
る
協
韻
と
關
係
す
る
部
分
で
あ
る
。

-- 

『
上
淸
音
義
』

の

「
史
崇
協
韻
」

具

體

的

に

『上
淸
音
義
』

に

引

く

「
史
崇
協
韻
」
を
見
て
い
く 

こ
と
と
し
た
い
。

『上
淸
音
義
』

に
協
韻
と
い
う
語
じ
た
い
は
ハ 

例
現
れ
る
が
、

「
史
崇
協
韻
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
の
は
四
例
の

み
で
あ
る
。
以
下
列
擧
す
る
。

章 

文 

字

①

第
二
十 

眞
思
呪
文 

蓊

②

第
二
十

③

第

三

十-

④

第
三
十
七

祝
文 

案

祝
文 

下

祝
文 

帔

(

17) 

虽
崇
協
韻
」 

音
翁 

音
安 

音
戶 

音
披

①

に
は
陳
氏
の
反
切
が
付
さ
れ
る
が
、

こ

れ

は

『集
韻
』

の
反

切
と
合
致
す
る
。
拙
稿
二
〇
〇
八
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
よ
う

に
、
陳

氏

『南
華
眞
經
章
句
音
義
』

が

『集
韻
』
を
重
ん
じ
る
の

と
同
樣
、

『上
淸
音
義
』

に

お

い

て

も

陳

氏

は

『集
韻
』

注
を
採 

用
す
る
。
そ
の
顯
著
な
例
が①

で
あ
る
。
以
下
具
體
的
に
見
て
い

く
。

「
蓊
」
字
は
、
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「
蓊
鬱
草
木
茂
兒
。
又
烏
桶
切
」 

「
蓊
鬱
。
烏
孔
切
」

「
艸
名
。
博
雅
蓊
臺
也
。
又
蓊
鬱
艸
木
茂
兒
」 

「
郎
孔
切
。
蓊

鬱

艸
木
茂
兒
。

一
日
艸
名
、
 

可
染
黃
」

と
な
っ
て
お
り
、

『廣
韻
』

と

『集
韻
』

で
は
扱
い
が
異
な
る
。
 

陳

氏

の

示
す

反

切

お

よ

び

義

注(

す

な

わ

ち

「
郞
孔
切
。
蓊
鬱
草 

木
茂
貌
。
史
崇
協
韻
音
翁
」)

は

『集
韻
』

上
聲
音
の
方
を
採
用 

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『上
淸
大
洞
眞
經
』

の

第

二

十

章

「
眞
思 

呪
文
」

で

は

「
蓊
」

字

は

押

韻

字

に

あ

た

り

、
他
の
押
韻
字
は 

「
聰
(

東
韻)

・
房
(

陽
韻)

，
容
(

鍾
韻)

・
空
(

東
韻)

」

で
、

(

18) 

韻
母
は
異
な
る
が
す
べ
て
同
韻
尾
の
平
聲
で
あ
る
。

そ
こ
で
陳
氏 

は

「
史
崇
協
韻
」
と

し

て

「
蓊
」
と
聲
調
以
外
の
發
音
が
同
じ
で
、
 

な

お
か
つ
字
形
の
近
い
常
用
字
で

あ
る
平
聲
「
翁
」
を
揭
げ
た
と 

考
え
ら
れ
る
。

①

以

外

は

そ

れ

ぞ

れ

「
祝
文
」

に
對
す
る
注
で
あ
る
。
比
較
的 

短

い

「
呪
文
」
と
は
異
な
り
、

「
祝
文
」

の
方
は
や
や
長
い
も
の 

も
あ
り
、
換
韻
す
る
場
合
が
あ
る
。②

と
對
應
す
る
第
二
十
章
の 

「
玉
淸
內
景
王
祝
文
」
も
換
韻
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ 

の

「案

」(

去
聲)

と
押
韻
す
る
文
字
は
す
べ
て
平
聲
韻
で
あ
る
。
 

し
た
が
っ
て
、①

同
樣
に
、

「
案
」
と
聲
調
以
外
の
發
音
が
同
じ

『廣
韻
』
東
韻

董
韻

『集
韻
』
東
韻 

董
韻

で
、
な
お
か
つ
字
形
も
近
く
、
平

易

な

文

字

「安

」
を
陳
氏
は
示 

し
た
の
で
あ
ろ
う
。④

も①

と
ほ
ぼ
似
た
よ
う
な
例
と
考
え
ら
れ 

る
。

「
帔
」
字

に

は

『廣
韻
』

『集
韻
』

と
も
以
下
の
よ
う
に
平
聲 

音
・
去
聲
音
の
ニ
音
を
示
す
が
、
陳
氏
が
採
用
す
る
の
は
去
聲
音 

の
方
で
あ
る
。

『廣
韻
』
支
韻

眞
韻

『集
韻
』
支
韻

真
韻

「
又
芳
髮
切
」 

「
衣
帔
。
披
義
切
」

「
方
言
。
幕
陳
魏
之
閒
謂
之
帔
。

一
日
巾
也
」 

「
披
義
切
。
說
文
弘
農
謂
莓
帔
或
作
被
褪
」 

同

音

字
(

た
だ
し
聲
調
を
の
ぞ
く)

で
な
お
か
つ
反
切
上
字
に
も 

用
い
ら
れ
て
お
り
、
他
の
同
音
字
よ
り
は
比
較
的
平
易
で
字
形
も
(

19) 

近
く
、

さ

ら

に

押

韻

と

な

る

平

聲

「
披

」
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。 

③

に
か
ん
し
て
は
狀
況
が
や
や
異
な
る
。
陳
氏
よ
り
以
前
の
陸 

德

明

『毛
詩
音
義
』

や

道

驀

『楚
辭
音
』

に

「
下
」

の
協
韻
音
と 

し

て

「
戶
」
と
示
す
例
が
見
え
る
。

「
下
」

に

は

馬

韻
(

意
味
は 

上
下
の
下)

ま

た

は

裾

韻(

意
味
は
下
る)

の
ニ
音
あ
り
、
經
文 

が

「
拔
尸
地
門
下
」

で
あ
る
か
ら
上
聲
馬
韻
の
方
が
適
切
で
あ
る
。
 

し

か

し

、

他

の

押

韻

字

は

「
苦
(

上

聲

慶

韻)

，
戶
(

上
聲
姥 

韻)

，
除
(

平
聲
魚
韻
ま
た
は
去
聲
御
韻)

」

で
あ
り
、

「
除
」

の 

み
韻
を
異
に
す
る
う
え
、

「
下
」
と

「
苦
」

「
戶
」
も
聲
調
は
同
じ

(

21) 

で
あ
る
が
主
母
音
は
異
な
る
。

こ
の
よ
う
に
無
理
の
あ
る
韻
文
に
、
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陳
氏
あ
る
い
は
史
氏
は①
②
④

と
同
樣
の
規
則
を
適
用
し
て
韻
を 

協
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
旣
存
の
協
韻
に
答
え
を
求 

め
、
そ
れ
を
用
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三

『上
淸
音
義
』

の
協
韻 

前

章

で

考

察

し

た

「
史

崇

協

韻

」

以

外

に

、

單

に

協

韻
(

叶 

韻)

と
注
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
四
例
で
あ
る
。

こ
ち
ら
は
上
述 

の

「
史
崇
協
韻
」
と
は
樣
相
が
異
な
る
。 

ま
ず' 

前
章
同
樣
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
例
は
一
つ
の
み
で
あ 

る
。

章 

文 

字 

協
韻 

⑤

冒
頭 

該
當
な
し 

玦 

央 

こ

れ

は

陳

氏

が

「
史
崇
協
韻
」
と
せ
ず
、

「叶
韻
央
。
見
唐
光
祿 

大
夫
太
淸
觀
主
史
崇
一
切
道
經
音
義
」
と
記
し
て
い
る
た
め
前
章 

の
四
例
と
は
別
扱
い
し
た
が
、

恐

ら

く

『史
崇
音
義
』

に
よ
る
音 

注
で
あ
ろ
う
。

「
玦
」
は

『廣
韻
』

『集
韻
』

ほ
か
字
書
類
に
も
現 

れ
な
い
僻
字
で
、
誤
字
の
可
能
性
も
殘
る
が
、
冒
頭
に
は
對
應
す 

る

『上
淸
大
洞
眞
經
』

の
經
文
が
な
い
た
め
誤
字
な
の
か
判
斷
で 

き
な
い
う
え' 

他
の
押
韻
字
も
不
明
で
聲
調
さ
え
定
か
で
は
な
い" 

『上
淸
音
義
』

第
二
十
七
章
に
も
こ
の
字
が
收
め
ら
れ
る
の
で
、
 

『上
淸
大
洞
眞
經
』

第
二
十
七
章
の
經
文
と
對
照
し
て
み
る
と
、

『上
淸
音
義
』

で

「
映
」
と

な

っ

て

い

る

箇

所

は

『上
淸
大
洞
眞 

經
』

で

は

「
瑛
(

庚
韻)

」
と
な
っ
て
お
り
、
呪
文
の
押
韻
字
と 

な

っ

て

い

る

。

他

が

「
光

(

唐

韻)

・
梁

(

陽

韻)
-

張
(

陽 

韻)

・
京
(

庚
韻)

」

で
あ
る
か
ら
、

「
叶

韻

央
(

陽
韻)

」
は' 

先 

述
の①@

@

と
同
じ
く
、
常
用
字
で
し
か
も
字
形
の
近
い
音
を
示

し
た
例
で
あ
る
可
能
性
も
否
め
な
い
。

他
は⑤

と
は
異
な
り
同
列
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
 

義
注
も
倂
せ
て
次
に
揭
げ
る
。

文
祝
文

⑥⑦⑧

章 

第
一

字 會

第
八

大
洞
玉
經

卿

第
三
十
ハ

祝
文

匕

義
注 

按
道
君
玉
注
云
、
易
有 

者
九
天
之
上
西
北
之
門 

名
也
。
若
旣
登
易
有
之 

門
、

乃
得
蕭
帝
堂
之
會 

室

。
今
按
室
字
雖
與
上 

文
協
韻
、
宜
從
玉
注
以 

會
為
正
。

一
本
作
鄕
。

恐
協
韻
音 

作
鬼

一
本
作
三
五
流
布
。
恐 

是
協
韻
所
音
。
然
下
文 

已
有
百
神
宣
布
、
且
從
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皇
甫
本
亦
作
化
。 

三
例
と
も
他
の
テ
ク
ス
ト
等
と
文
字
の
異
同
が
あ
り
、
陳
氏
が 

そ
の
文
字
を
採
用
す
る
理
由
を
義
注
に
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か 

る
。

こ
の
義
注
を
見
る
か
ぎ
り
で
は⑥

—⑧

の

「協
韻
」
は

「
押 

韻
」
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
り
、
上

述

の

「
史
崇
協
韻
」
と
意
味
す
る 

と
こ
ろ
が
異
な
っ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

結 

語

最

後

に

陳

景

元

の

『上
淸
音
義
』

に
み
え
る
協
韻
に
つ
い
て' 

檢
討
し
て
き
た
こ
と
が
ら
を
ま
と
め
て
お
く
。

『上
淸
音
義
』
と

『上
淸
大
洞
眞
經
』
は
ぴ
っ
た
り
符
合
す
る 

わ
け
で
は
な
い
が
、
對
應
關
係
に
あ
る
。
兩
書
を
對
照
し
な
が
ら 

『上
淸
音
義
』

に
見
え
る
協
韻
を
こ
ま
か
く
解
析
し
て
み
る
と
、
 

協
韻
に
も
大
き
く
分
け
て
二
種
類
、
す
な
わ
ち
史
崇
協
韻
」
と
記 

さ
れ
る
も
の
と
單
に
協
韻
と
記
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
前
者
に
は
・ 

被
注
字
と
形
が
近
く
、
聲
調
の
み
を
異
に
す
る
同
音
の
常
用
字
を 

選

ん

で

「
史
崇
協
韻
音
某
」
と
し
て
示
す
例
が
三
例
あ
り
、
例
外 

的
な
一
例
は
旣
存
書
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指 

摘
し
た
。
後
者
の
う
ち
、

一
例
は
對
照
す
べ
き
經
文
が
未
詳
で
あ 

る
た
め
た
だ
ち
に
は
判
斷
で
き
な
い
が
、
他
三
例
は
協
韻
と
い
う 

語
を
用
い
て
い
る
が
、
實
際
に
は
押
韻
と
同
じ
意
味
で
使
用
さ
れ

て
お
り
、
音
韻
學
用
語
の
い
わ
ゆ
る
協
韻
と
は
性
格
を
違
え
る
こ 

と
を
示
し
え
た
。

わ
ず
か
ハ
例
な
の
で
、
汪
氏
の
ご
と
く
特
殊
な
例
外
的
音
注
と 

し
て
却
け
る
の
も
一
つ
の
方
法
か
も
し
れ
な
い
が
、
吳

械
(

宣
和 

六

年
(

ー
ニ
ー
四)

進
士)

に
比
較
的
近
い
時
期
の
協
韻
例
と
し 

て
、
示
し
て
お
く
こ
と
に
も
ま
た
意
義
は
あ
ろ
う
。

註
(1) 

史

崇

は

『舊
唐
書
』
卷
七
に
見
え
る
史
崇
玄
の
こ
と
と
考
え
ら 

れ
て
お
り
、
さ
ら
に
汪
業
全
氏
は
同
じ
く
『舊
唐
書
』
卷
四
十
七 

の

『十
二
次
二
十
ハ
宿
星
占
』

の
著
者
史
崇
と
の
混
同
を
避
け
る 

た
め
に
、
敢
え
て
史
崇
玄
と
し
て
い
る(

下

注
(
5
)

の
汪
全
業 

二
〇
〇
四
し
七
十
二
頁
參
照)

。
し
か
し
、
陳
景
元
の
注
に
お
い 

て
は
一
貫
し
て
史
崇
と
表
記
し
て
い
る
の
で
、
小
稿
で
も
こ
れ
に 

し
た
が
う
。
な
お
、

『上
淸
音
義
』

で

は

「
玄
」
字
を
避
け
な
い 

た
め
、
な
ぜ
史
崇
玄
と
し
な
い
の
か
は
未
詳
。

(2) 

吉

岡

義

豐

『道
敎
經
典
史
論
」"

第
五
章
二
の1

「
一
切
道
敎 

音
義
と
道
藏
」(

道

敎

刊

行

會

昭

和

三

十

年

九

月)

に
よ
る
。
 

小

稿

で

は

『吉
岡
義
豐
著
作
集
』
第

三

卷
(

五

月

書

房

昭

和

六 

十
三
年
十
月)

所
收
の
改
訂
版
を
用
い
た)

(3) 

拙

稿

「
陳
景
元
の
音
注!

『南
華
眞
經
章
句
音
義
』
と

『上 

淸
大
洞
眞
經
玉
訣
音
義
』

に
つ
い
て!
!

」(

『大
谷
大
學
硏
究
年 

報
』
第

六

十

集

二

〇

〇

ハ

年

三

月)

(4) 

汪

業

全

「
『上
淸
大
洞
眞
經
玉
訣
音
義
』
音
注
考
」(

『桂
林
師
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範
高
等
學
校
專
科
學
校
學
報
』
第

十

八

卷

第

一

期(

總
第
十
七 

期)

二
〇
〇
四
年
三
月)

(
5
)
 

汪

業

全

「史

崇

玄

『
一
切
道
經
音
義
』
考
」(

『廣
西
師
範
大
學 

學

報
(

哲
學
社
會
學
版)

』
第
四
十
卷
第
二
期
二
〇
〇
四
年
四
月)

。
 

汪
業
全
二
〇
〇
四-
〇
が
特
に
史
氏
音
注
を
分
析
し
た
部
分
を
大
ま 

か
に
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

I

、
史
氏
の
音
注
の
記
述
方
法
は
主
に
三
種
類
あ
る
。
例:

史 

崇

某

某

切

・
史

崇
(

上
或
い
は
下)

音

某

・
史
崇
協
韻
音 

(

或
い
は
韻
音)

某
。

几
、
音
注
を
付
す
法
則
に
は
五
種
類
あ
る
。

① 

以
音
別
義
。
例:

〔
蛻
〕
史
崇
音
說
、
云
蟬
去
皮
也
。

『廣
韻
』

に
よ
れ
ば
蛻
に
は
四
音
あ
り
、
音
に
よ
っ 

て
意
味
が
異
な
る
た
め
、
音
に
よ
り
意
味
の
違
い
を
表 

し
て
い
る
。

②
 

以
音
別
形
。
例:

〔
其
聖
日晶

:
!

史
崇
上
音
粤
。
ロ
日 

と
日
を
區
別
す
る
た
め
に
音
を
示
す
。

③
 

同
源
關
係
。
例:

〔
戶
堀
〕
古
經
窟
多
作
掘
、
史
崇
音 

窟
。"

堀

・

掘

，
窟
が
同
源
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

④
 

單
純
注
音
。
例;

〔
壽
〕
史
崇
音
巴
。"

僻
字
の
音
を 

示
す
。

⑤
 

協
韻
變
讀
。"

史
氏
の
特
殊
な
音
注
で
あ
り
、
省
略
す 

る
。
數
に
限
り
が
あ
り
、
ま
た
法
則
を
完
全
に
は
見
い 

だ
せ
な
い
。

皿
、
史
氏
の
反
切
の
來
源
は
『切
韻
』

で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け 

王

仁

煦

『刊
謬
補
缺
切
韻
』
と
反
切
用
字
が
近
い
。

(6) 

賴

惟

勤

「
淸
朝
以
前
の
協
韻
說
に
つ
い
て
」(

『
お
茶
の
水
女
子

大
學
人
文
科
學
紀
要
」
第
八
卷
一
九
五
六
年
。

い
ま
賴
惟
勤
著
作 

集I

『中
國
音
韻
論
集
』
汲
古
書
院
一
九
八
九
年
所
收)

。

(7) 

小

稿

で

い

う

『上
淸
大
洞
眞
經
』
と

は

正

統

『道
藏
」
所
收
の 

テ
ク
ス
ト
を,
さ
す
。

(
8
)
 

『大
洞
眞
經
』

の
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
は
石
井
昌
子
氏
の
諸
論 

文
に
詳
し
い
。
蓼

考:

「
上
淸
大
洞
眞
經
の
一
考
察
」(

『創
價
大 

學
文
學
部
論
集
』
第
四
卷
第
二
號
一
九
七
五
年)

，

「
上
淸
大
洞 

眞
經
の
類
似
經
典
に
つ
い
て
」(

『創
價
大
學
一
般
敎
養
部
論
集
』 

第
二
號
一
九
七
八
年)

・

「
上
淸
大
洞
眞
經
と
大
洞
玉
經
の
關 

係
」(

『創
價
大
學
一
般
敎
養
部
論
集
』
第
七
號
一
九
八
三
年)

・

「
玉
淸
無
極
總
眞
文
昌
大
洞
仙
經
と
上
淸
大
洞
眞
經
と
の
關
係
」 

つ
創
大
ア
ジ
ア
硏
究
』
第
六
號
一
九
八
五
年)

・

「大
洞
眞
經 

と
玉
經
類
經
典
と
の
關
係
」

『東
方
宗
敎
』
六

十

六

號

日

本

道 

敎
學
會
一
九
ハ
五
年)

。
ま
た
、
陳

國

符
"

道
藏
源
流
考
』
上
海 

書
店
一
九
八
九
年
も
參
照
。

(
9
)
 

陳
氏
注
に
見
え
る
テ
ク
ス
ト
の
名
稱
は
、
茅

山

本

，
茅
山
藏 

本

，
舊

本

，
古
本
・
皇
甫
本
・
諸

方

本

・
三
洞
法
師
觀
妙
先
生
本 

で
あ
る
。
ま
た' 

別
本
と
い
う
語
句
も
見
え
る
。

(

10) 

『道
敎
事
典
』(

野
口
鐵
郞
他

著

平

河

出

版

社

一

九

九

四) 

に
よ
れ
ば' 

九
七
六
—

一
〇
二
九
の
道
士
で
、
景

德

元

年(

一
〇 

〇
四)

に
茅
山
第
二
十
三
代
宗
師
と
な
っ
た
と
い
う
。

(

11) 

『元
史
』
卷
十
一
本
紀
第
十
一
世
祖
ハ
に
よ
れ
ば
、
至
元
十
ハ 

年
(

ニ
ー
ハ
一)

に
詔
に
よ
り
呼
び
出
さ
れ
た
と
い
う
。

(

12) 

『上
淸
音
義
』

『上
淸
大
洞
眞
經
』

『大
洞
玉
經
』

の
各
章
の
章 

題
對
應
表
を
小
稿
末
尾
に
付
す
。
な
お
、

『上
淸
音
義
」
と
全
同 

で
あ
る
場
合
は
「
同
」
と
の
み
記
す
。
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(

13) 

丽
揭
石
井
論
文
參
照
。

(

14) 

「
謹
請
…
」
と
い
う
文
言
よ
り
始
ま
る
文
章
で
あ
る
の
で
、
小 

稿
の
み
の
便
宜
的
呼
稱
と
す
る
。
以
下
、
「
眞
思
呪
文
」

「
眞
思 

圖
」
「
次
思
文
」
「畢
乃
ロ
微
祝
文
」
「
玉
符
訣
文
」
も
同
じ
。

(

15) 

中

古

音

の

體

系(

具

體

的

に

は

『廣
韻
』

に
代
表
さ
れ
る
音
系 

を
さ
す)

あ
る
い
は
近
世
音
の
體
系(

『中
原
音
韻
』

に
代
表
さ 

れ
る
五
日
系
を
さ
す)

の
い
ず
れ
に
よ
っ
て
も
、
韻
文
と
い
う
こ
と 

が
躊
躇
わ
れ
る
呪
文
・
經
文
が
多
い
。
し
か
し
、
注
釋
す
る
者
が 

わ
ざ
わ
ざ
韻
を
協
す
る
と
示
す
は
、
押

韻

す

る

文(

す
な
わ
ち
韻 

文)

と
認
識
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

(

16) 

『史
崇
音
義
』

に
も
と
も
と
協
韻
と
明
記
し
て
い
た
の
か
、
史 

崇
の
音
を
陳
氏
が
協
韻
で
あ
る
と
判
斷
し
て
追
記
し
た
の
か
未
詳 

の
た
め
、
小
稿
で
は
陳
氏
の
表
記
そ
の
ま
ま
「史
崇
協
韻
」
と
し 

て
お
く
。

(

17) 

文

は

『上
淸
音
義
』

に
對
應
す

る

『上
淸
大
洞
眞
經
』

の
經
文 

を
さ
す
。

(

18) 

「
房
」
は
押
韻
し
て
い
る
と
見
な
し
て
よ
い
か
躊
躇
さ
れ
る
が
、
 

『上
淸
大
洞
眞
經
」

で

は

他

の

箇

所

で

も

「
房
」

は

「宮
(

東

韻)

」
や

「
鍾
(

鍾
韻)

」
と
韻
を
踏
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
例 

が

見

ら

れ

る(

同
じ
く
第
二
十
章)

。

(

19) 

「
披
」
も
ま
た
平
聲
と
上
聲
の
ー 

ー
音
が
あ
る
の
で
、
最
善
の
選 

擇
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
あ
く
ま
で
も
現
代
か
ら
の
類 

推
に
す
ぎ
な
い
が
、
平
聲
音
の
方
が
な
じ
ん
で
い
た
の
で
は
あ
る 

ま
い
か

〇

(

20) 

前
揭
賴
論
文
參
照
。

(

21) 

た

だ

し

「苦
」(

魔
韻)

と

「
戶
」(

姥
韻)

は
同
用
。

(

22) 

參

考

ま

で

に

他

の

押

韻

字

を

示

し

て

お

く

。⑥

"

出
(

術 

韻)

・
鬱
(

物
韻)

・

發(

月
韻)

・

一(

質
韻)

、⑦

口

堂
(

唐 

韻)

・

康(

唐
韻)
-

王
(

陽
韻)

、⑧
"

素
(

暮
韻)

・

路(

暮 

韻)
,

固
(

暮
韻)

・
暮
(

暮
韻)

・
悟
(

暮
韻)

・
布
(

暮
韻)

・
 

度
(

暮
韻)

。

(

本
学
准
教
授)
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靑
精
上
眞
內
景
君
道
經
第
二
十

中
央
黃
老
君
道
經
第
十
九

无
英
中
眞
上
老
君
道
經
第
十
八

ー
皇
初
紫
靈
元
君
道
經
第
十
七

太
極
大
道
元
景
君
道
經
第
十
六

太
淸
大
道
君
道
經
第
十
五

玉
晨
太
上
大
道
君
經
第
十
四

皇
上
四
老
道
中
君
道
經
第
十
三

高
上
太
素
君
道
經
第
十
二

皇
淸
洞
眞
道
君
道
經
第
十
一

靑
靈
陽
安
元
君
道
經
第
十

上
淸
紫
精
三
素
君
道
經
第
九

上
元
太
素
三
元
君
道
經
第
八

眞
陽
元
老
玄
一
君
道
經
第
七

三
元
紫
精
君
道
經
第
六

太
微
天
帝
君
道
經
第
五

上
皇
先
生
紫
晨
君
道
經
第
四

皇
上
玉
帝
君
道
經
第
三

上
皇
玉
虛
君
道
經
第
二

高
上
虛
皇
君
道
經
第
一

滅
魔
神
慧
玉
淸
隱
書
內
祝
隱
文

同 同 無
英
中
眞
上
老
君
道
經
第
十
八

同 同 同 同 同 同 同 同 同 上
元
大
素
三
元
君
道
經
第
八

同 同 同 同 同

-

同 同 誦
經
玉
訣
大
洞
滅
魔
神
慧
玉
淸
隱
書

同 同 无
英
中
眞
上
老
道
經
第
十
八

皇
初
紫
元
靈
元
君
道
經
第
十
七

太
極
大
道
君
道
經
第
十
六

同 同 同 同 皇
淸
洞
眞
大
道
君
道
經
第
十
一

靑
靈
安
陽
元
君
道
經
第
十

同 同 同 同 同 上
皇
先
生
紫
宸
君
道
經
第
四

同 同 誦

經

內
訣
大
洞
神
慧
隱
書
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「

，

,

「

ー

西
元
龜
山
九
靈
眞
仙
母
靑
金
丹
皇
后
道
經
第
三

十
九

太
元
晨
中
君
刊
蛾
眉
山
中
洞
宮
玉
戶
太
素
君
道 

經
第
三
十
ハ

-

玄
洲
二
十
九
眞
伯
上
帝
司
禁
君
道
經
第
三
十
七
ー

小
有
玉
眞
萬
華
先
生
主
圖
王
君
道
經
第
三
十
六

「
扶
桑
太
帝
九
老
仙
皇
君
道
經
第
三
十
五

東
華
方
諸
宮
高
晨
師
玉
保
王
靑
童
君
道
經
第
三 

十
四

一
上
淸
ハ
皇
老
君
道
經
第
三
十
三

一
 

太
玄
都
九
煮
丈
人
主
仙
君
道
經
第
三
十
一
ー

一
 

太
虛
後
聖
无
景
彭
室
眞
君
道
經
第
三
十
一

-

金
闕
後
聖
太
平
李
眞
天
帝
上
景
君
道
經
第
三
十

一
辰
中
黃
景
元
君
道
經
第
二
十
九

四
斗
中
眞
七
晨
散
華
君
道
經
第
二
十
ハ

一
 

太
極
主
四
眞
人
元
君
道
經
第
二
十
七

元
虛
黃
房
眞
晨
君
道
經
第
二
十
六

一
 

太
一
上
元
禁
君
道
經
第
二
十
五

一
天
皇
上
眞
玉
華
三
元
君
道
經
第
二
十
四

九
皇
上
眞
司
命
君
道
經
第
一 

ー
十
三

-

太
初
九
素
金
華
景
元
君
道
經
第
二
十
二

一
 

太
陽
九
照
玉
賢
元
君
道
經
第
二
十
一

1 徊
風
混
合
帝
一
祕
訣

九
靈
眞
仙
母
靑
金
丹
皇
君
道
經
第
三
十
九

太
元
晨
中
君
峨
眉
洞
室
玉
戶
太
素
君
道
經
第
三 

十
八

同 小
有
玉
眞
萬
華
先
生
主
圖
玉
君
道
經
第
三
十
六

扶
乗
大
帝
九
老
仙
皇
君
道
經
第
三
十
五

同 洞
淸
ハ
景
九
玄
老
君
道
經
第
三
十
三

同 太
虛
後
聖
元
景
彭
室
眞
君
道
經
第
三
十
一

同 晨
中
皇
景
元
君
道
經
第
二
十
九

一
同

一
同 元

靈
黃
房
眞
晨
君
道
經
第
二
十
六

一
同 太

皇
上
眞
玉
華
三
元
君
道
經
第
一 

ー
十
四

同
一
同

一
同

玉
淸
大
洞
內
鍊
玉
經

大
洞
內
鍊
玉
章

同 太
元
晨
中
君
刊
峨
眉
山
中
洞
宮
玉
戶
太
素
君
道
經 

第
三
十
ハ

同 小
有
玉
眞
萬
華
先
生
圖
玉
君
道
經
第
三
十
六

樽
桑
大
帝
九
老
仙
皇
君
道
經
第
三
十
五

同
一
同

石
 

ゝ
 

ー

- 

太
虛
後
聖
元
景
彭
室
眞
君
道
經
第
三
十
一

一
同 

一

哥 一
同 同 

,

一
同 

:

同

，
 

一

同
芜
素
金
華
景
元
君
道
經
第
二
十
ニ 

ー

一
同 

」
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